
沖
縄
県
最
高
峰
は
石
垣

島
の
於
茂
登
岳
。
標
高
五

二
五
ｍ
で
日
本
ア
ル
プ
ス

の
山
々
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
が
、
絵
の
よ
う

に
雄
々
し
き
姿
を
現
し
て

い
る
。

こ
の
絵
を
描
い
た
の
は

石
垣
島
の
ほ
ぼ
中
央
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
起
伏
。
緑
の

多
さ
。
イ
タ
リ
ア
の
ト
ス

カ
ナ
地
方
の
丘
の
上
に
立
っ

た
よ
う
な
気
分
が
す
る
。

絵
の
中
央
よ
り
少
し
右

の
黄
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
覆

わ
れ
て
い
る
所
は
底
原
ダ

ム
。
堤
体
長
は
日
本
一
。

島
の
三
五
平
方
キ
ロ
の
農

地
を
灌
漑
す
る
。

こ
の
用
水
で
稲
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
地
方
は
本
土
に
比

べ
気
温
が
高
い
。
そ
れ
で

土
壌
の
細
菌
な
ど
の
活
動

も
活
発
。
落
ち
葉
な
ど
も

す
ぐ
分
解
さ
れ
る
為
に
本

土
の
よ
う
な
黒
土
に
は
な

り
に
く
い
。
そ
れ
で
赤
土

が
現
れ
る
。
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於

茂

登

岳沖
縄
県
石
垣
市
宮
良
か
ら

二
〇
一
八
年
六
月

お

も

と

だ
け

七
月
六
日
、
気
象
庁
は

最
初
の
大
雨
特
別
警
報

(

数
十
年
に
一
度
の
豪
雨)

を
発
令
。
と
こ
ろ
が
、
安

倍
首
相
が
対
策
本
部
を
設

置
し
た
の
は
八
日
。
訪
欧

を
中
止
し
た
の
は
九
日
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
訪

欧
す
る
積
も
り
だ
っ
た
。

ア
ベ
は
特
区
制
度
を
曲

げ
て
友
達
の
獣
医
学
部
新

設
に
百
億
も
の
公
金
を
注

ぎ
込
ま
せ
た
。
森
友
に
は

百
万
円(

支
出
先
の
報
告

も
領
収
書
も
要
ら
な
い
内

閣
官
房
機
密
費
か
ら
？)

渡
し
、
妻
は
名
誉
校
長
。

こ
う
い
う
事
に
は
国
費
を

浪
費
。

十
日
、
参
院
内
閣
委
は

カ
ジ
ノ
実
施
法
を
審
議
。

カ
ジ
ノ
担
当
は
国
土
交
通

相
。｢

災
害
は
無
視
、
ば

く
ち
に
専
心
国
交
省｣

各
地
で
は

土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾

濫
で
住
民
か
ら
の
救
助
要

請
。
消
防
は
手
が
足
り
な

い
。
水
没
地
域
の
病
院
で

は
電
気
も
水
も
食
料
も
な

く
て
孤
立
。

自
衛
隊
は
少
々
水
没
し

た
道
で
も
走
れ
る
戦
場
用

の
車
を
持
つ
。
建
設
機
械

も
沢
山
持
つ
。
各
消
防
署

に
自
衛
隊
の
人
員
機
材
を

配
置
し
た
ら
、
沢
山
の
人

命
を
救
え
た
の
で
は
？

海
上
自
衛
隊
が
持
つ
四

隻
の
大
型
ヘ
リ
空
母
も
救

援
に
使
え
る
筈
。

防
衛
省
は
高
性
能
の
人

工
衛
星
を
持
つ
。
し
か
し
、

そ
の
画
像
は
見
せ
な
い
。

十
日
の
テ
レ
ビ
で
は
専
門

家
が
フ
ラ
ン
ス
の
衛
星
画

像
か
ら
土
砂
崩
れ
の
危
険

性
を
指
摘
し
て
い
た
。

自
衛
隊
が
他
国
に
戦
闘

に
出
か
け
る
の
は
憲
法
違

反
。
自
衛
隊
員
も
反
対
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
巨
額
の

予
算
を
使
う
自
衛
隊
が
そ

の
機
材
、
人
力
で
国
民
を

助
け
る
の
は
自
衛
隊
員
も

希
望
す
る
事
。

も し 、 あ な た が 首 相 だ っ た ら ？

も
し
あ
な
た
が
首
相
だ
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？


